
平成３０年度
東北地方におけるプリオン病のサーベイランス状況

解 説

1． 平成30年度は25症例のプリオン疑い例、うち23例が孤発性CJD疑い

2． 遺伝性プリオン病は全体の約10％を占め、東北地方においては、V180Iの
割合が多く、P102Lが少ない
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平成30年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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